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聴
き
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
な
く
ダ
ム
カ
ル
を
目
指
す
こ
と
に
す
る
。

ダ
ム
カ
ル
で
歓
迎
さ
れ
た
Ｃ
Ｒ
は
、
自
然
学
、
数
学
、
ア
ラ
ビ
ア

語
を
学
び
「
Ｍ
の
書
」［Liber M

undi

、
世
界
の
書
］
を
ラ
テ
ン

語
に
翻
訳
す
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
Ｃ
Ｒ
は
、
学
者
た
ち
に
学
問
の
成
果
を

伝
え
よ
う
と
す
る
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
嘲
笑
さ
れ

る
。
Ｃ
Ｒ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
ア
ラ
ビ
ア
と
同
様
に
、
金
や
宝
石

を
十
分
に
備
え
た
、
王
た
ち
に
相
応
し
い
提
案
を
で
き
る
よ
う
な

結
社
（Societet

）
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た
Ｃ
Ｒ

は
、
小
綺
麗
な
家
を
建
て
て
、
備
忘
の
た
め
に
彼
の
旅
と
哲
学
を

書
き
留
め
た
。

　

５
年
後
、
Ｃ
Ｒ
は
か
つ
て
の
修
道
院
仲
間
三
名
を
呼
び
寄
せ
た
。

彼
ら
は
Ｍ
の
書
の
第
一
部
に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
あ
ま
り
に
過
酷

な
作
業
で
あ
り
、
ま
た
聖
霊
の
家
と
呼
ば
れ
る
建
物
も
完
成
し
て

い
た
の
で
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
、
独
身
か
つ
童
貞
を
誓
っ

た
八
名
で
書
を
完
成
さ
せ
た
。
彼
ら
は
隠
秘
哲
学
と
啓
示
哲
学
を

議
論
し
尽
く
す
と
、
共
同
生
活
を
や
め
て
あ
ら
ゆ
る
国
に
散
っ
て

い
っ
た
が
、
毎
年
集
ま
っ
て
は
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
あ
っ

た
。

　

兄
弟
団
の
第
三
世
代
に
な
る
と
、
Ｃ
Ｒ
の
死
の
状
況
は
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が
地
下
室
で
隠
し
扉
を

見
つ
け
た
。
地
下
の
祭
壇
の
下
に
は
Ｃ
Ｒ
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
手
に
Ｔ
と
記
さ
れ
た
冊
子
を
持
っ
て
い
た
。
Ｃ
Ｒ
の
墓
碑
銘

に
は
、
彼
の
経
歴
に
続
い
て
、「
過
去
と
現
在
と
未
来
の
出
来
事
の

要
約
」
を
作
成
し
た
こ
と
、
一
〇
〇
歳
を
超
え
て
、
病
気
な
ど
で

は
な
く
「
神
の
霊
に
呼
ば
れ
て
」
亡
く
な
り
、
そ
の
死
が
一
二
〇

年
秘
匿
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

１
．
２ 

『
化
学
の
結
婚
』
に
お
け
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン

ク
ロ
イ
ツ

　
「
名
声
」
お
よ
び
「
信
条
」
と
『
化
学
の
結
婚
』
と
は
、
形
式
も

文
体
も
き
わ
め
て
異
な
る
。
前
者
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
宣
言
、声
明
）

の
形
を
と
り
、
語
り
手
は
薔
薇
十
字
団
に
属
す
る
第
三
世
代
の
メ

ン
バ
ー
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
Ｃ
Ｒ
の
一
人
称
に
よ
る

小
説
で
あ
る
。

　
『
化
学
の
結
婚
』
に
は
、
Ｃ
Ｒ
の
伝
記
的
な
情
報
は
ほ
と
ん
ど
含

ま
れ
な
い
も
の
の
、
門
番
に
名
前
を
問
わ
れ
て
「
赤
い
薔
薇
十
字

の
兄
弟
で
す
」
と
返
答
し
て
い
る
ほ
か
、
他
の
招
待
客
に
「
薔
薇

十
字
の
兄
弟
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
化
学
の
結
婚
』

は
じ
め
に

　

本
発
表
で
は
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
登
場
し
、
国
内
外

で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
「
薔
薇
十
字
文
書
」、
す
な
わ
ち
「
薔
薇

十
字
の
名
声 Fam

a Fraternitatis

」（
一
六
一
四
年
、
以
下
「
名

声
」）、「
友
愛
団
の
信
条 Confessio Fraternitatis

」（
一
六
一
五

年
、
以
下
「
信
条
」）、『
化
学
の
結
婚 Chym

ische H
ochzeit

』

（
一
六
一
六
年
）
に
お
い
て
、
薔
薇
十
字
団
（Rosenkreuzer

）
の

始
祖
と
し
て
描
か
れ
る
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ

（Christian Rosenkreuz

、
以
下
Ｃ
Ｒ
）」
に
着
目
し
、
そ
の
人
物

像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
想
定
さ
れ
る
Ｃ
Ｒ
の
モ
デ
ル
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

１
．
薔
薇
十
字
文
書
に
お
け
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン

ク
ロ
イ
ツ

１
．
１  

「
名
声
」
と
「
信
条
」
に
お
け
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー

ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ

　
「
名
声
」
は
Ｃ
Ｒ
の
伝
記
的
な
記
述
と
兄
弟
団
の
発
端
、
Ｃ
Ｒ
の

埋
葬
場
所
の
発
見
に
つ
い
て
報
告
し
、
友
愛
団
の
同
胞
に
対
す
る

呼
び
か
け
に
一
定
の
信
憑
性
を
与
え
て
い
る
。
他
方
「
信
条
」
に

お
い
て
は
、
Ｃ
Ｒ
に
関
す
る
記
述
は
中
盤
で
簡
単
に
言
及
さ
れ
る

の
み
だ
が
、
生
年
（
一
三
七
八
年
）
と
亡
く
な
っ
た
年
齢
（
一
〇
六

歳
）
を
記
し
、「
名
声
」
の
伝
記
的
な
記
述
に
重
要
な
情
報
を
付
け

加
え
て
い
る
。
以
下
で
は
「
名
声
」
を
基
に
、
Ｃ
Ｒ
に
関
す
る
記

述
を
整
理
し
た
い
。

　

Ｃ
Ｒ
は
貴
族
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
が
貧
し
く
、
五
歳
で
修
道
院

に
入
る
。
修
道
院
で
ギ
リ
シ
ャ
語
と
ラ
テ
ン
語
を
身
に
つ
け
、
あ

る
修
道
士
仲
間
の
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
に
同
行
す
る
。
こ
の
修
道
士

は
キ
プ
ロ
ス
で
亡
く
な
っ
た
が
、
Ｃ
Ｒ
は
さ
ら
に
旅
を
続
け
、
ダ

マ
ス
コ
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
を
目
指
そ
う
と
す
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
の

賢
者
が
奇
跡
を
起
こ
し
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
を
見
出
し
た
と
の
噂
を

研
究
発
表
要
旨

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク

ロ
イ
ツ
の
原
像
」

シ
ュ
ル
ー
タ
ー
智
子
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と
主
張
、
そ
の
予
言
活
動
に
よ
り
訴
訟
も
起
こ
る
な
ど
、
大
学
当

局
か
ら
は
要
注
意
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
エ

は
ヘ
ス
の
死
後
、
彼
の
人
と
な
り
と
教
養
を
称
え
、
周
囲
の
批
判

か
ら
ヘ
ス
を
擁
護
す
る
弔
辞
を
発
表
し
た
。

２
．
３ 

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

　
「
錬
金
術
的
な
騎
士
道
物
語
」
で
あ
る
『
化
学
の
結
婚
』
と
セ
ル

バ
ン
テ
ス
の
小
説
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』（
一
六
〇
五
年
）
お
よ
び

そ
の
主
人
公
の
類
似
性
は
、『
化
学
の
結
婚
』
を
薔
薇
十
字
運
動

の
端
緒
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
文
学
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
、
理

解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
近
年
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
蔵
書
の
調

査
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
若
き
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
セ
ル
バ
ン
テ

ス
を
は
じ
め
と
す
る
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
衆

文
学
の
熱
心
な
読
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

セ
ル
バ
ン
テ
ス
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
も
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の
著
作
に
散

見
さ
れ
る
。
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
ド
イ
ツ
で
も
人
気
が
あ
り
、
演

劇
と
し
て
複
数
の
都
市
で
上
演
さ
れ
た
。

３
．
ま
と
め
に
か
え
て

　

Ｃ
Ｒ
は
「
名
声
」
と
『
化
学
の
結
婚
』
で
描
か
れ
る
が
、
両
者

は
文
体
と
形
式
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｒ
の
人
と
な
り
か
ら
得
ら
れ
る

印
象
も
ま
っ
た
く
異
な
る
。「
名
声
」
と
『
化
学
の
結
婚
』
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
る
Ｃ
Ｒ
の
人
物
像
は
、
そ
の
曖
昧
さ
と
矛
盾
ゆ
え

に
、
読
者
に
も
空
想
と
解
釈
の
余
地
を
大
い
に
残
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
今
後
は
、
近
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
薔
薇
十
字
運
動
の

展
開
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｒ
の
人
物
像
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
を
追
い
た
い
。

に
お
い
て
Ｃ
Ｒ
は
「
銀
色
の
長
髪
」
の
老
人
で
あ
り
、
冒
頭
で
は

山
間
の
小
屋
に
一
人
で
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｒ

が
「
聖
霊
の
家
」
に
薔
薇
十
字
兄
弟
団
の
メ
ン
バ
ー
二
名
と
暮
ら

し
て
い
る
と
す
る
「
名
声
」
の
記
述
に
矛
盾
す
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ

Ｒ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
受
け
る
印
象
も
「
名
声
」
と
『
化
学
の

結
婚
』
と
で
は
大
き
く
異
な
る
。「
名
声
」
で
の
Ｃ
Ｒ
は
野
心
に
あ

ふ
れ
、
知
的
好
奇
心
が
強
く
、
学
識
と
人
望
を
備
え
た
人
物
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
化
学
の
結
婚
』
で
は
「
秘
密
の

事
柄
に
対
す
る
と
て
つ
も
な
い
無
知
と
盲
目
」
を
自
覚
し
、「
自
然

の
秘
密
の
探
求
と
認
識
に
は
向
か
な
い
」
と
ぼ
や
き
、「
ど
う
し
た

ら
手
っ
取
り
早
く
使
え
る
技
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
か
、
贅
沢
な
館

を
建
て
ら
れ
る
か
、
世
間
で
不
朽
の
名
を
挙
げ
ら
れ
る
か
な
ど
、

そ
の
種
の
考
え
で
い
っ
ぱ
い
」
だ
っ
た
こ
と
を
白
状
し
て
お
り
、

謙
遜
と
い
う
よ
り
は
小
心
な
人
物
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。

２
．
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
モ
デ
ル

　

Ｃ
Ｒ
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
特
に
関
連
が
強
い
と
思
わ
れ
る
何

名
か
を
見
て
み
た
い
。

２
．
１ 

パ
ラ
ケ
ル
ス
ス

　
「
名
声
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
唯
一
の
実
在
す
る
人
物
で
あ
り
、

兄
弟
団
の
思
想
に
き
わ
め
て
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｒ
の
墓
所
に
も
彼
の
著
作
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｒ
の
遍
歴
は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
遍
歴
に
重
な
る
。
パ
ラ
ケ

ル
ス
ス
は
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
ア
ル
ザ
ス

の
旅
行
記
を
残
し
て
い
る
以
外
に
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
お
よ
び
中
東
を
旅
し
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
。
ま
た
彼
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
修
行
者
か
ら
ア
ル

カ
ヘ
ス
ト
（
万
能
溶
剤
）
の
秘
儀
を
習
得
し
た
と
主
張
し
た
。

２
．
２ 

ト
ビ
ア
ス
・
ヘ
ス

　

も
と
も
と
ヘ
ス
は
錬
金
術
の
実
験
を
通
じ
て
ア
ン
ド
レ
ー
エ
の

父
と
親
し
く
し
て
い
た
が
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
が
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

大
学
に
入
学
後
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
自
身
と
親
密
に
な
る
。
ア
ン
ド

レ
ー
エ
と
と
も
に
「
名
声
」「
信
条
」
を
作
成
し
た
友
人
グ
ル
ー
プ

に
属
し
て
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
人
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

ヘ
ス
は
法
学
、
神
学
、
医
学
を
研
究
し
、
特
定
の
学
部
に
は
所

属
し
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
に
心
酔
す
る
と
共
に
、
ヨ

ハ
ネ
黙
示
録
に
言
わ
れ
る
千
年
王
国
が
一
六
一
三
年
に
実
現
す
る
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